
京
都
盆
地
は
古
来
よ
り
地
下
水
の
利
用
が
盛
ん
な

地
域
で
す
。
そ
れ
は
平
安
京
の
時
代
か
ら
今
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。
現
在
、
京
都
盆
地
で
は
ど
れ
く
ら
い
の

地
下
水
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
正
確
な
資
料
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
用
途
は
上
水
道
、
農
業
、
工

業
を
は
じ
め
飲
食
、
酒
造
り
、
豆
腐
造
り
、
友
禅
、

茶
道
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
京
都
市
内

に
は
堀
川
、
清
水
、
出で

水み
ず

、
泉
殿

い
ず
み
ど
の

、
小
川
、
河
原
町
、

御
池
、
今
出
川
、
川
端
、
白
川
、
泉
川
な
ど
水
に
関

係
す
る
地
名
が
多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
清
水
寺

に
は
音
羽
の
滝
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
東
山
か
ら
わ

き
出
て
い
る
地
下
水
で
、
一
二
〇
〇
年
以
上
に
わ
た

っ
て
わ
き
出
て
い
ま
す
。
京
都
は
、
水
に
ま
つ
わ
る

文
化
を
一
二
〇
〇
年
の
間
は
ぐ
く
ん
で
き
ま
し
た
。

な
ぜ
京
都
盆
地
に
は
地
下
水
が
豊
富
に
存
在
す
る

の
で
し
ょ
う
か
？
　
も
と
も
と
盆
地
は
地
形
的
に
地

下
水
が
豊
富
で
、
長
野
県
安
曇
野
、
福
井
県
大
野
、

神
奈
川
県
秦
野
な
ど
も
代
表
的
な
例
と
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
京
都
盆
地
は
、
盆
地
の
大
き
さ
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
地
下
水
の
賦ふ

存そ
ん

量
は
他
を
圧
倒

し
て
い
ま
す
。
京
都
盆
地
は
南
北
約
三
三
�
�
、
東

西
約
一
二
�
�
の
縦
に
長
い
形
を
し
て
お
り
、
地
質

は
上
か
ら
約
三
万
年
前
に
薄
く
た
い
積
し
た
沖
積
層
、

約
一
五
〇
万
〜
五
〇
〇
万
年
前
に
た
い
積
し
た
洪
積

層
、
約
一
億
〜
一
億
五
〇
〇
〇
万
年
前
に
た
い
積
し

岩
盤
か
ら
成
る
古
生
層
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
地
下

水
は
主
に
沖
積
層
、
洪
積
層
の
砂
れ
き
層
に
多
く
包

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
南
北
方
向
（
堀
川
通
）
の
地
下
の
様
子
は
、

京
都
市
消
防
局
防
災
対
策
室
（
現
・
防
災
危
機
管
理

室
）
が
人
工
的
に
地
震
を
起
こ
し
て
活
断
層
を
探
る

反
射
法
地
震
探
査
を
用
い
て
行
っ
た
図
の
と
お
り
で
、

岩
盤
ま
で
い
ち
ば
ん
深
い
場
所
は
巨お

椋ぐ
ら

池
（
宇
治
の

辺
り
に
あ
っ
た
大
き
な
池
で
、
埋
め
立
て
ら
れ
て
今

は
な
い
）
付
近
で
約
八
〇
〇
�
、
そ
の
上
に
砂
れ
き

層
は
何
層
に
も
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
京
都
盆
地
に
入
っ
て
き
た
地
下
水
が
流
れ
出

る
個
所
は
桂
川
、
宇
治
川
、
木
津
川
の
三
川
が
合
流

す
る
幅
約
一
�
�
の
天
王
山
―
男
山
辺
り
で
す
。
天

王
山
と
男
山
は
同
じ
古
生
層
か
ら
成
り
、
地
下
わ
ず

か
三
〇
�
の
と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
す
な

わ
ち
幅
約
一
�
�
の
天
然
の
地
下
ダ
ム
が
存
在
し
て

い
る
の
で
す
。

私
は
、
ほ
か
の
地
震
探
査
資
料
、
重
力
探
査
資
料
、

約
八
〇
〇
〇
本
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
か
ら
、
京
都
盆

地
の
地
下
水
賦
存
量
を
計
算
し
た
結
果
、
約
二
一
一

億
�
と
な
り
ま
し
た
。
琵
琶
湖
が
約
二
七
五
億
�
で

す
か
ら
、
京
都
盆
地
の
地
下
に
は
琵
琶
湖
に
匹
敵
す

る
水
量
の
地
下
水
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

し
か
も
天
然
の
地
下
ダ
ム
に
よ
っ
て
ほ
ん
の
わ
ず
か

な
量
し
か
流
れ
出
さ
な
い
た
め
、
京
都
盆
地
に
は
多

量
の
地
下
水
が
貯
留
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
然
の
作
用
に
よ
っ
て
形
造
ら
れ
た

地
下
水
の
豊
富
な
京
都
盆
地
を
、
私
は
「
京
都
水
盆
」

と
名
づ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

〈
く
す
み
　
は
る
し
げ
〉
関
西
大
学
工
学
部
都
市
環
境
工
学
科

教
授
。
一
九
五
三
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
関
西
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
博
士
課
程
前
期
修
了
。
専
門
は
岩
盤

工
学
、
地
下
水
工
学
、
地
盤
防
災
、
地
盤
環
境
工
学
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
共
同
で
京
都
の
地
下
水
と
京
文
化
の
歴
史
を
調
査
し
、
そ
の

成
果
は
〇
二
年
に
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
で
放
送
さ
れ
る
と

と
も
に
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

ア
ジ
ア
古
都
物
語

京
都
千
年

の
水
脈
』（
共
著
）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
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上・左：水に関係する地
名の標識

■京都盆地の反射法探査深度断面図

上：御香宮神社の御香水
左：井戸水を使った豆腐造り 音羽の滝


